








要約:川崎病、小児リウマチ性疾患、先天性免疫不全症などの患児の看護を行う家族に、

長期療養あるいは経過観察に伴う影響についてアンケート調査を行った。398 家族に発送

したが 126通が所在不明で返送され、川崎病では 4割が転居しており、不安定な家庭背景

が明らかになった。回収率は7割であった。病院など様々な機関に多数の要望があったが、

慢性疾患が若い家庭に発症した時には、対応としてカウンセリングや一般情報提供が有用

と考えられた。


